
名 船  発  掘 (汽船〉

(主要目)客 船、鋼製、日本郵船所属、21913総トン、
主機三連成汽機 1基、出力31240馬力、最高速力144ノ

ット、船客定員―等32名、2等39名、3等 270名、1883

年英ロンドン&グ ラスヨー社建造、同型船 「神戸丸」

(上)西京丸の 1等ダ

イニングサ回ン

(下)黄海海戦の西京
丸 (山高 五 郎
画 ・千 歳 書 房
『日の丸船隊史
話Jよ り)

西京丸

公室にピアノを備えた

日本で最初の船

船
上
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
濃
奏
会

現
代
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
ラ
ウ
ン
ジ
や
シ
ア
タ
ー
に

は
た
い
て
い
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
照
明
や
音

響
な
ど
も
整

っ
て
い
る
。
カ
リ
ブ
海
の
メ
ガ
シ
ッ
プ

の
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
都
会
の
音
楽
ホ
ー
ル
と
比
べ

て
も
ま
っ
た
く
遜
色
が
な
い
。
シ
ョ
ー
や
リ
サ
イ
タ

ル
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
演
奏
会
だ
っ
て
で
き
る
。

プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
小
型
各
船
で
演
奏
会

を
開
い
た
こ
と
も
あ
る

（音
響
的
に
問
題
が
あ

っ
た

が
）
。
九
二
年
夏
の
暑
い
夜
、
筆
者
は
東
京
湾
の
ベ

イ
ク
ル
ー
ズ
船

「
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
正
」
（現
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
モ
デ
ル
ナ
）
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
束

卜泉
フ
イ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
演
奏
を
聴
い
た
。
同
船
の

プ
レ
デ
ビ
ユ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

当
夜
の
曲
日
は
ヘ
ン
デ
ル
の

「水
上
の
音
楽
」
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
出

「皇
市
」
（第

一

楽
章
）
、
交
響
曲

「運
命
」
と
い
う
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
な

も
の
。
こ
れ
に
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
バ
ツ
ハ
の

「
Ｇ

線
上
の
ア
リ
ア
」
が
付
い
た
。
ち
な
み
に
同
船
の
ビ

ア
ノ
は
、
ヤ
マ
ハ
の
グ
ラ
ン
ド
ビ
ア
ノ
で
あ
る
。

航
走
す
る
船
上
で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
は
、
日

本
で
は
こ
れ
が
初
め
て
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
器
楽
や

声
楽
や
室
内
楽
は
、
日
本
の
ク
ル
ー
ズ
恥
で
し
ば
し

ば
行
わ
れ
て
い
る
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
実
例
が
少
な
い
よ
う
だ
。



三
浦
環
が

「
浅
間
丸
」
で
熱
唱

戦
前
の
容
船
に
も
、
ス
テ
ー
ジ
付
き
の
公
室
が
あ

っ
た
ｃ
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
北
米
航
路
の

「浅

間
九
」
ク
ラ
ス
の
一
等
ラ
ウ
ン
ジ
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ

は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
。
ス
テ
ー
ジ
が
狭
い
の
で
、
ス

テ
ー
ジ
下
の
フ
ロ
ア
に
置
か
れ
た
。

二
九
年
秋
の

「浅
問
九
」
の
処
女
航
海
で
は
、
ア

メ
リ
カ
を
公
演
中
の
世
界
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
三
浦
環

が
ス
テ
ー
ジ
の
こ
け
ら
落
と
し
に
出
演
し
、
「蝶
々

夫
人
」
の

「あ
る
晴
れ
た
日
に
」
を
熱
唱
し
て
船
客

た
ち
を
喜
ば
せ
た
。
こ
け
ら
落
と
し
の
た
め
、
特
別

に
出
演
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

現
代
の
よ
う
に
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
が
常
時
乗

っ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
戦
前
の
日
本
船
で
は
少
な
い
。

だ
が
、
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

明
治
の
末
、
北
米
航
路
の

「地
洋
九
」
に
は
、
東

洋
音
楽
学
校
出
身
の
波
多
野
福
太
郎
ら
五
人
の
若
者

が
乗
り
組
み
、　
一
等
応
接
室
で
す
ロ
ン
音
楽
を
演
奏

し
た
。
プ
ロ
の
音
楽
バ
ン
ド
に
よ
る
船
上
演
奏
は
、

日
本
客
船
で
は
こ
れ
が
初
め
て
で
、
同
時
に
日
本
の

ジ
ャ
ズ
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

「地
洋
丸
」
や
欧
州
航
路
の

「賀
茂
九
」
ク
ラ
ス
の

ビ
ア
ノ
は
グ
ラ
ン
ド
ビ
ア
ノ
だ
が
、
こ
の
時
期
よ
り

古
い
肺
で
は
、
弦
を
縦
に
張

っ
た
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
が
使
わ
れ
た
。
な
に
せ
公
室
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
の
で
、
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
。

ピ

ア
ノ
を
備
え
た
最
初

の
日
本
船

と
こ
ろ
で
、
日
本
船
の
公
室
に
ピ
ア
ノ
を
備
え
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は

一
体
い
つ
ご
ろ
だ
ろ
う
か
。

筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
上
海
航
路
の

「西
京
丸
」

（さ
い
き
ょ
う
ま
る
）
の

一
等
公
室
に
置
か
れ
た
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
が
最
初
で
あ
る
。　
一
人
九
八
年

の

『旅
行
案
内
』
に
こ
ん
な
記
事
が
あ
る
。

―
会
談
室
、
喫
煙
室
に
行
け
ば

「ピ
ヤ
ノ
」
諸
種

の
西
洋
蔵
具
等
悉
く
備
は
ら
ざ
る
は
な
し
―

つ
ま
り
、
船
客
の
遊
び
道
具
と
し
て
ピ
ア
ノ
を
備

え
て
い
た
の
だ
。
お
そ
ら
く
、
公
室
の
飾
り
ぐ
ら
い

に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
は
ビ
ア
ノ
を
弾
け

る
船
容
が
少
な
か
っ
た
し
、
楽
器
と
し
て
の
完
成
度

も
今
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

会
談
室
と
は
、
遊
歩
甲
板
の
下
層
に
あ
っ
た

一
寺

ダ
イ
エ
ン
グ
サ
ロ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
が
こ

こ
に
あ

っ
た
の
か
、
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
ム
に
あ

っ

た
の
か
は
、
こ
の
記
事
で
は
わ
か
ら
な
い
。

ご
承
知
の
よ
う
に

「西
京
九
」
は
日
清
戦
争
の
責

海
海
戦
に
代
用
軍
艦
と
し
て
参
加
し
、
敵
の
巨
弾
を

受
け
て
サ
ロ
ン
を
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
破
壊
さ
れ
た
。

ビ
ア
ノ
は
大
丈
夫
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
と
き
同
船
に
は
、
海
軍
軍
令
部
長
の
構
山
資

紀

（か
ば
や
ま
す
け
の
り
）
が
戦
況
視
察
の
た
め
乗

船
し
て
い
た
。
樺
山
は
薩
摩
出
身
の
呆
敢
な
軍
人
だ

が
、
今
で
は
白
洲
正
子
の
祖
父
と
い
っ
た
ほ
う
が
わ

か
り
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。

本
邦
初

の
ラ
グ
ジ

ュ
ア
リ
ー
客
船

「西
京
丸
」
は
日
本
郵
船
が
創
立
後
、
イ
ギ
リ
ス
に

発
注
し
て
建
造
し
た
優
秀
船
で
あ
る
。

大
き
さ
は
二
千
九
百
ト
ン
。　
一
人
人
人

（明
治
二

十

一
）
年
に
日
本
に
回
航
さ
れ
、
姉
妹
船
の

「神
戸

丸
」
と
と
も
に
横
浜
～
上
海
航
路
に
就
航
し
た
。

郵
船
初
の
新
道
船
は
全
部
で
人
隻
あ

つ
た
。
す
べ

て
イ
ギ
リ
ス
製
で
あ
る
。
の
ち
に
シ
ア
ト
ル
航
路
の

第

一
船
と
な

っ
た

「
三
池
丸
」
曾
一千
三
百
ト
ン
）

が
最
大
だ
が
、
旅
客
設
備
の
面
で
は

「西
京
丸
」
ク

ラ
ス
が
群
を
抜
い
て
い
た
。
日
本
海
運
史
上
、
最
初

の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
客
船
と
言
っ
て
い
い
。

郵
船
が
三
菱
か
ら
引
き
継
い
だ
海
外
航
路
は
、
日

本
か
ら
上
海
、
仁
川
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ヘ
向
か
う

三
ル
ー
ト
。
な
か
で
も
上
海
航
路
は
最
重
要
航
路
だ

っ
た
の
で
、
最
優
秀
船
が
投
入
さ
れ
た
の
だ
。

日
清
戦
争
で
は
十
二
セ
ン
チ
速
射
砲
な
ど
を
装
備

し
、
前
述
の
よ
う
に
報
知
艦
と
し
て
従
軍
。
日
露
戦

争
で
は
海
軍
病
院
船
に
な

っ
た
。
上
海
航
路
か
ら
撤

退
後
は
、
青
島
航
路
な
ど
に
転
じ
た
。

次
い
で
第

一
次
大
戦
後
、
室
蘭
の
栗
林
グ
ル
ー
プ

に
売
却
さ
れ
、
近
海
航
路
に
就
航
し
て
い
た
が
、　
一

九
二
七

（昭
和
二
）
年
に
大
阪
で
解
体
さ
れ
た
。

山

田
　
廼
生


